
無料アプリのインストールが必要です

視聴には、事前に
無料アプリ「Zoom」を
インストールしていただきます。

ご不明点や視聴のご予約は、
左のお電話番号へ
お気軽にご連絡ください。

お問合せ
茅ケ崎新北陵病院
☎0467-53-4111（代表）
茅ヶ崎市行谷583ｰ１

　心不全や脳梗塞などの病気を引き起こ
す「心房細動」（心房が細かく震えた状態）
は、加齢とともに罹患者が多くなる不整脈の
一種です。心房細動の特徴や、心不全・脳
梗塞を起こす理由、そしてその治療と予防
法について、わかりやすく説明いたします。

心房細動と心臓・脳の病気とは？　

オンライン PC ⁄ スマホ ⁄タブレットでネットからご自宅視聴を！
医学講座視

聴
無
料

６月28日（火）14：00から日 時

講 師
茅ケ崎新北陵病院　
内科（回復期リハビリテーション担当） 寺田 正次 副院長

ＱＲコードから専用フォームへ！

右のQRコードを読取ると
申込みページが表示されます →

Zoom配信で行なう講座です。
事前に当院ホームページから
お申込みください。

※申込締切は、6月27日月11：00です。

お問合せ
湘南さくら病院
☎0467-54-2255（代表）
茅ヶ崎市下寺尾１８３３

　認知症という病気は、自身の容姿に対
し、無頓着にさせてしまうことがあります。し
かし美容活動は、五感に心地良い刺激が
あり、その場で結果が得られます。認知症
と美容の関係性を解説し、どのような影響
や効果があるのかをお話しいたします。

認知症と美容の関係性と、その効果について　

オンライン PC ⁄ スマホ ⁄タブレットでネットからご自宅視聴を！
医学講座視

聴
無
料

６月28日（火）14：00から日 時

講 師
湘南さくら病院　
リハビリテーション科     三宅 怜   作業療法士

外
科
診
療
の
ほ
か
、「
脊
椎
専
門

外
来
」
を
担
当
さ
れ
る
と
聞
き
ま

し
た
が
、
先
生
の
外
来
日
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
「
私
は
、
火
曜
日
の
午
前
・
午

後
の
枠
と
、
木
曜
日
の
午
前
の
枠

で
、
外
来
診
療
を
担
当
し
て
お
り

ま
す
〈
22
年
４
月
現
在
〉。

　

背
骨
の
病
気
で
は
、
同
じ
診
断

名
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
態
が
あ

り
、
そ
し
て
そ
れ
に
応
じ
た
多
く

の
治
療
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
長
一
短
が

あ
り
ま
す
。『
脊
椎
専
門
外
来
』

で
は
、
そ
れ
ら
を
一
つ
ひ
と
つ
吟

味
し
て
、
患
者
さ
ま
の
個
々
の
ご

事
情
や
、
ご
希
望
を
加
味
し
、
最

適
と
思
わ
れ
る
治
療
法
を
選
択
す

る
よ
う
に
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

背
骨
の
ご
病
気
で
お
困
り
で

あ
っ
た
り
、
背
骨
を
専
門
的
に
調

べ
て
欲
し
い
方
な
ど
は
、
是
非
、

当
院
の
『
脊
椎
専
門
外
来
』
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
」。

　
︱
︱
︱
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
中
央
病
院

☎︎
０
４
６
７・８
６・６
５
３
０

茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
２
の
２
の
３

JR
茅
ケ
崎
駅
北
口
か
ら
徒
歩
５
分

腰
椎
ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
代
表
と
も

い
え
る
『
腰
椎
分
離
症
』
に
対
し

て
も
、
超
早
期
に
ス
ポ
ー
ツ
復
帰

が
可
能
な
最
小
侵
襲
手
術
法
を
開

発
し
て
い
ま
す
」

　

︱
︱
︱
脊
椎
に
関
わ
る
病
気

は
、
先
生
に
診
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
ね
。

　
「
は
い
。
し
っ
か
り
と
診
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

脊
椎
疾
患
の
特
徴
と
し
て
、
首

の
脊
椎
の
病
気
で
は
、
首
の
痛
み

や
肩
こ
り
の
他
に
も
、
上
肢
や
手

の
し
び
れ
、
ま
ひ
な
ど
が
起
き
、

ひ
ど
く
な
る
と
、
下
肢
に
も
運
動

障
害
が
出
て
、
歩
行
が
お
ぼ
つ
か

な
く
な
り
ま
す
。

　

胸
や
腰
の
背
骨
の
病
気
で
は
、

腰
背
部
の
痛
み
と
と
も
に
、
下
肢

の
し
び
れ
や
痛
み
、
ま
ひ
な
ど
が

出
現
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
背
骨
の
病
気
で
も
、

ま
ず
は
そ
の
症
状
の
原
因
を
的
確

に
診
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

診
察
所
見
や
画
像
診
断
を
組
み
合

わ
せ
て
、
鑑
別
を
要
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
を
除
外
し
な
が
ら
、
総

合
的
に
診
断
を
下
す
こ
と
が
肝
要

で
す
」

　
︱
︱
︱
先
生
は
、
一
般
の
整
形

『
最
小
侵
襲
手
術
』
を
開
発
し
た

り
、
最
新
の
手
術
法
を
国
内
に
導

入
し
、
多
く
の
手
術
治
療
を
担
当

し
て
き
ま
し
た
」

　

︱
︱
︱
先
生
は
、「
脊
椎
脊
髄

セ
ン
タ
ー
」
で
セ
ン
タ
ー
長
を
務

め
て
い
た
と
伺
い
ま
し
た
。
脊
柱

管
な
ど
に
関
わ
る
病
気
も
扱
っ
て

い
た
の
で
す
か
？

　
「
は
い
。
例
え
ば
、『
腰
部
脊
柱

管
狭
窄
症
』
の
手
術
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、『
椎
間

板
ヘ
ル
ニ
ア
』
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
の
腰
痛
や
下
肢
神
経
痛
疾
患

の
手
術
、『
腰
曲
が
り
』
や
『
側

弯
症
』
な
ど
の
脊
柱
変
形
の
矯
正

手
術
も
担
当
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
青
少
年
期
に
お
け
る

な
病
気
や
医
療
を
専
門
に
し
て
い

た
の
で
す
か
？

　
「
私
は
、
脊
椎
脊
髄
病
を
専
門

と
し
て
お
り
、
高
知
大
学
医
学
部

附
属
病
院
の
『
脊
椎
脊
髄
セ
ン

タ
ー
』
で
、
背
骨
の
病
気
に
対
す

る
診
断
と
治
療
を
、
長
年
に
わ
た

り
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
骨
粗
鬆
症
に
よ

る
背
骨
の
圧
迫
骨
折
の
診
断
と
治

療
は
、
特
に
専
門
性
を
も
ち
、
体

に
大
き
な
負
担
を
か
け
ず
に
す
む

　

私
は
高
知
県
の
出
身
で
、
地
元

の
高
知
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
こ

れ
ま
で
ず
っ
と
高
知
で
過
ご
し
て

ま
い
り
ま
し
た
」

　
︱
︱
︱
高
知
で
は
、
ど
の
よ
う

　
（
武
政
龍
一
副
院
長
）「
今
年
の

４
月
に
茅
ケ
崎
中
央
病
院
に
着
任

し
ま
し
た
、
整
形
外
科
を
担
当
す

る
武
政
龍
一
（
た
け
ま
さ
り
ゅ
う

い
ち
）
と
申
し
ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
、
茅
ケ
崎
中
央
病
院
に
武
政
龍
一
医
師
が
副
院
長
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
。
武
政
副
院
長
は
、
整
形
外
科
分
野
に
お
い
て
、
脊
椎
や
脊
髄
の
病
気
に
専
門
性
を

も
ち
、
手
術
な
ど
を
用
い
た
治
療
に
多
く
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
担
当
手

術
の
内
容
や
専
門
疾
患
な
ど
に
つ
い
て
、
武
政
副
院
長
に
伺
い
ま
し
た
。

　
「
背
骨
」
と
一
言
に
い
っ
て
も
、
首
か
ら
お
尻
の
あ
た
り
ま
で
骨
が
並
び
、
さ
ら
に

一
つ
ひ
と
つ
の
骨
の
周
り
に
は
、
椎
間
板
な
ど
が
存
在
し
、
大
事
な
神
経
が
通
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
複
雑
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
組
織
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
、
体
に
不

調
が
出
て
き
ま
す
。

　

激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
は
、
運
動
器

障
害
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
肩
・
肘
・
膝
な
ど
の
関
節

の
痛
み
の
ほ
か
、
腰
痛
を
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

性
が
あ
り
ま
す
。

　

足
で
は
、
歩
行
動
作
が
不
安
定

に
な
っ
た
り
、
階
段
を
下
り
る
時

に
手
す
り
が
必
要
に
な
る
よ
う
な

症
状
は
、「
脊
髄
障
害
」
の
兆
候

の
一
つ
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
原
因
に
は
、
脳
あ
る

い
は
脊
髄
、
ま
た
は
脊
髄
か
ら
枝

分
か
れ
し
て
い
る
脊
髄
神
経
根
の

障
害
が
疑
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
加
齢
に
よ
っ
て
骨
が

も
ろ
く
な
る
こ
と
（
骨
粗
鬆
症
）

の
危
険
性
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
骨
が
も
ろ
い
と
脊
椎
の
圧
迫

骨
折
を
起
こ
し
、
腰
痛
が
起
き
ま

す
。

腰 

痛

手
足
の
し
び
れ

ス
ポ
ー
ツ
障
害

脊椎の様子（イメージ）

腰
椎

尾
骨

仙
骨

（
仙
椎
）

胸
椎

頚
椎

神
経

正常な状態

椎間板
椎体 脊柱管

脊柱管

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
脊

椎
や
脊
髄
に
関
係
す
る
整
形
外
科

系
の
疾
患
を
紹
介
し
ま
す
。

　

脊
椎
の
前
方
部
分
に
は
、「
椎

体
」が
あ
り
、そ
の
間
に
ク
ッ
シ
ョ

ン
の
役
割
を
し
て
い
る「
椎
間
板
」

が
存
在
し
ま
す
。

　

そ
し
て
後
方
部
分
に
は
、
頚
椎

か
ら
仙
骨
上
部
に
か
け
て
「
脊
柱

管
」
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、
神
経

組
織
の
「
脊
髄
」
や
「
馬
尾
」
が

通
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
組
織
に
障
害
が
生
じ

る
と
、
そ
の
部
位
だ
け
で
な
く
、

神
経
を
通
じ
て
足
や
手
の
先
、
あ

る
い
は
全
身
に
症
状
が
起
き
る
こ

（
12
カ
所
）、
腰
の
あ
た
り
の
「
腰

椎
」（
５
カ
所
）、
お
尻
に
近
い
と

こ
ろ
に
位
置
す
る
「
仙
骨
」（
仙

椎
）、
さ
ら
に
下
に
あ
る
「
尾
骨
」

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
背
骨
と
呼
ば
れ
て
い

る
「
脊
椎
」
は
、
体
を
支
え
る
重

要
な
組
織
で
す
。
首
の
あ
た
り
に

あ
る
「
頚
椎
」（
７
カ
所
）
と
、

胸
の
あ
た
り
に
位
置
す
る「
胸
椎
」

複
雑
な
背
骨
の
し
く
み︎

骨
以
外
に
脳
か
ら
の
神
経
や
付
随
組
織
が
大
集
合

体
の
中
で
長
く
並
ぶ
大
事
な
部
位

今
春
、茅
ケ
崎
中
央
病
院
に
副
院
長
と
し
て
着
任

前
大
学
病
院
セ
ン
タ
ー
長
が
脊
椎
脊
髄
病
を
専
門
診
療

整
形
外
科
に「
脊
椎
専
門
外
来
」
を
新
設
！

●医学博士
●日本整形外科学会
　　 　　 　整形外科専門医
● 日本整形外科学会
　 　　    認定脊椎脊髄病医
● 日本脊椎脊髄病学会
　  認定脊椎脊髄外科指導医
● 脊椎脊髄外科専門医
●日本体育協会
　　 　公認スポーツドクター
                　                                          など

武政 龍一 副院長
茅ケ崎中央病院 整形外科

　

腰
痛
の
原
因
に
は
、
と
て
も
多

く
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
最
も
多

い
と
さ
れ
る
の
は
、腰
椎
（
腰
骨
）

の
組
織
の
一
部
で
あ
る「
椎
間
板
」

や
「
椎
間
関
節
」
と
呼
ば
れ
る
部

位
の
退
行
性
変
化
（
老
化
）
に
よ

る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
不
良
（
悪

い
）
姿
勢
が
重
な
る
と
、
さ
ら
に

発
生
頻
度
が
高
く
な
り
ま
す
。「
腰

椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
」
や
「
腰
部

脊
柱
管
狭
窄
症
」
な
ど
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

手
が
し
び
れ
、
う
ま
く
動
か
せ

な
か
っ
た
り
、
箸
を
使
う
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
手
指
の

動
き
の
異
常
は
、
運
動
障
害
の
一

つ
で
す
。
肩
を
上
げ
た
り
、
肘
を

曲
げ
た
り
す
る
力
の
低
下
や
、
握

力
の
弱
化
、
上
肢
・
手
の
筋
力
が

ま
ひ
し
て
弱
く
な
る
症
状
も
同
じ

で
、「
脊
髄
神
経
障
害
」
の
可
能

　

若
年
者
の
腰
痛
を
引
き
起
こ
す

ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
代
表
的
な
障

害
は
、「
腰
椎
分
離
症
」
で
す
。

こ
れ
は
、
腰
椎
の
一
部
が
分
離
し

た
状
態
で
す
。
繰
り
返
さ
れ
る
運

動
に
よ
っ
て
、
腰
椎
に
生
じ
る
疲

労
骨
折
と
い
わ
れ
、
中
高
生
の
ス

ポ
ー
ツ
時
に
起
こ
り
や
す
く
、
痛

み
が
長
引
き
ま
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
骨
や
運
動

機
能
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
て
い

る
場
合
は
、
症
状
や
痛
み
の
原
因

を
的
確
に
診
断
す
る
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
紹
介
し
た

内
容
に
心
当
た
り
が
あ
る
人
は
、

脊
椎
脊
髄
病
を
専
門
的
に
扱
っ
て

い
る
医
師
に
、
し
っ
か
り
と
診
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。茅ケ崎駅

ラスカ

茅ヶ崎駅前茅ヶ崎駅前

文化会館文化会館
茅ヶ崎市役所

郵便局

公園

1

イオン

スルガ銀行 ガスト

「茅ケ崎駅」北口
から徒歩５分

国道１号「茅ヶ崎駅前」
交差点そば

Access

電車 車
午
後

月

午
前

火 水 木 金 土
整形外科

武政副院長

脊椎
専門外来 ココ

茅ケ崎中央病院 ☎0467-86-6530

武政副院長

武政副院長

脊椎
専門外来

▲

▲

◉

◉

◉

◉武政副院長の一般整形外科診療日

2022年５月
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湘南ふれあいの園ふれあいグループ 介護付有料老人ホーム元気な方から手厚い介護が必要な方まで快適な暮らしをお約束

東海道線

北茅ケ崎駅

相
模
線

1

茅ケ崎駅

新湘南バイパス

45

茅ヶ崎中央インター

横浜銀行横浜銀行
ロッテリアロッテリア

みずほ銀行みずほ銀行
ラスカラスカ

スルガ銀行スルガ銀行
ガスト

郵便局郵便局

公園
茅ヶ崎市役所茅ヶ崎市役所

東横イン東横イン
ドコモ
ショップ
ドコモ
ショップ洋服の青山洋服の青山

文化会館文化会館

モスバーガーモスバーガー
中南信金中南信金

スズキアリーナスズキアリーナ

湯快爽快

イオン
スタイル
イオン
スタイル

茅ヶ崎駅前茅ヶ崎駅前

イオン

ココ

現地ご案内図

JR東海道線「茅ケ崎駅」北口から
徒歩４分

電　車

国道１号の信号「茅ケ崎駅前」交差点を
曲がり、寒川方面（北方向）すぐ

車

新湘南バイパスで「茅ヶ崎中央インター」
から県道４５号を南進して
国道１号の交差点の手前左方向

有料道路

Access

完全個別の説明会、随時実施中！
お電話にて、希望日時をお伝えください。 類型：介護付有料老人ホーム／所在地：茅ヶ崎市茅ヶ崎２‒２‒３／事

業主体：（有）湘南ふれあいの園／アクセス：JR東海道線茅ケ崎駅
徒歩4分／入居対象：65歳以上の自立または要支援・要介護の方０467-86-6534

シニア向けの
安全設計

全室に「生活リズムセン
サー」を設置し、居室は

カードキーで
楽々施錠

医療＋介護
人工透析・認知症を
患っても退去や転居
の必要がなく
将来も安心

充実の立地
茅ケ崎駅まで徒歩4分！
市役所・文化会館・公園・
ショッピングセンター
などが周囲に

女性に嬉しい
水回り

IHキッチン・浴室・トイレ・
洗濯機スペース
まで充実の
間取り

湘南ふれあいの園 検索

「湘南ふれあいの園」
シリーズ

神奈川・東京
に１0棟！

湘南ふれあいの園

☎

階下に病院・健診センターを併設
     （医療法人社団康心会「茅ケ崎中央病院」「湘南健康管理クリニック」）

介護付 有料老人ホーム
２４時間３６５日の
　　　　介護体制

セカンドライフを
　満喫できる安心感

◆60歳まで（定年制のため） ◆社保完備、医療補助あり ◆経験者、管理栄養士 優遇
調理師または栄養士調理師または栄養士正社員

ワークライフバランスが良好！医療・介護施設でのお仕事です。

電
話
応
募

面 

接

採
用
手
続
き

現
場
へ
！

茅ヶ崎市内
または
湘南エリアの
医療・介護系施設080（9455）2394

担当/タケシロ

㈱メディカルフーズ
会社所在地：茅ヶ崎市西久保500

書類選考なしで即、面接！

急募

　

○
…
「
当
院（
湘
南
東
部
総
合

病
院
）
は
、
各
医
師
の
専
門
性
が

高
く
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
垣
根
が

障
害
と
な
る
こ
と
な
く
、
診
療
科

を
越
え
た
相
談
が
で
き
る
“
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
良
い
病
院
”
で
あ
る

こ
と
を
体
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、患
者
さ
ま
の
診
療
の
た
め
に
、

良
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
」。
３

月
ま
で
、
県
立
循
環
器
呼
吸
器

病
セ
ン
タ
ー
で
院
長
職
に
あ
た

る
所
長
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

　

○
…
こ
れ
ま
で
、
３
０
０
０

件
に
上
る
肺
の
手
術
を
行
な
っ

て
き
ま
し
た
。「
今
は
、
内
視
鏡

の
一
つ
で
あ
る
『
胸
腔
鏡
』
を

使
っ
て
、
傷
口
（
創
）
が
小
さ

い
手
術
を
行
な
う
こ
と
が
当
た

り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
以
前
は
、
大
き
く
胸
を
切
っ

た
上
に
、
肋
骨
も
切
っ
て
開
け

る
手
術
で
あ
り
、
さ
ら
に
肺
が

ん
で
は
、
一
律
的
に
『
上
葉
』

や
『
下
葉
』
と
い
っ
た
組
織
を

全
て
切
除
す
る
こ
と
が
主
流
で

し
た
。
そ
の
時
代
の
手
術
も
経

験
し
て
き
ま
し
た
し
、
米
国
で

世
界
初
の
胸
腔
鏡
手
術
が
実
施

さ
れ
、
日
本
で
も
90
年
代
に
始

ま
っ
た
当
初
か
ら
、
執
刀
し
て

い
ま
す
。
胸
腔
鏡
手
術
に
対
す

る
国
内
の
保
険
適
用
の
変
遷
や
、

肺
が
ん
に
お
け
る
標
準
治
療（
腫

瘍
の
大
き
さ
や
広
が
り
に
よ
っ

て
、
上
葉
の
全
切
除
／
部
分
切

除
／
区
域
切
除
な
ど
の
判
断
に

推
奨
さ
れ
る
治
療
内
容
）、
抗
が

ん
剤
の
発
達
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
の
登
場
な
ど
、

呼
吸
器
外
科
の
歴
史
を
目
の
当

た
り
に
し
て
き
た
こ
と
で
、
身

を
持
っ
て
、
そ
の
患
者
さ
ま
に

最
善
と
考
え
ら
れ
る
内
容
を
提

供
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

○
…
今
年
４
月
に
着
任
し
て

か
ら
、
既
に
胸
腔
鏡
手
術
を
実

施
。「
胸
腔
鏡
は
、
肺
が
ん
だ
け

で
な
く
、
気
胸
と
い
う
肺
が
パ
ン

ク
す
る
病
気
や
、
腫
瘍
の
一
つ
で

あ
る
胸
腺
腫
、
胸
に
膿
が
た
ま

る
膿
胸
な
ど
の
手
術
も
可
能
で

す
。
執
刀
医
と
し
て
は
、
創
の

数
や
大
き
さ
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
患
者
さ

ま
に
寄
り
添
い
、
病
気
を
治
し

て
、
少
し
で
も
痛
み
や
苦
し
み

を
な
く
す
こ
と
に
力
を
注
ぎ
た
い

で
す
」
と
、明
朗
に
話
し
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　
黎
明
期
か
ら
最
前
線
に
立
つ

　
　 

胸
腔
鏡
の
安
全
技
術
認
定
医

田尻 道彦 医師
 （たじり みちひこ）　　　　

湘南東部総合病院
【呼吸器外科】

日本外科学会 外科専門医・指導医
日本呼吸器外科学会 呼吸器外科専門医
     　　　　　　   胸腔鏡安全技術認定医
日本呼吸器内視鏡学会 気管支鏡専門医
　　　　　　　　　  気管支鏡指導医

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

自
宅
生
活
の
困
難
に
実
践
的
な
動
作
訓
練

介
護
老
人
保
健
施
設「
ふ
れ
あ
い
の
桜
」

　

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
桜
」
で
は
、入
所
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
宅
か
ら
定
期
的
に
通
っ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
施
設
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
︱
︱
︱「
ふ
れ
あ
い
の
桜
」は
、

い
つ
で
き
た
施
設
で
す
か
？
概
要

る
に
は
ま
だ
安
定
し
て
い
な
い
状

態
の
時
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
て
、
以
前
の
Ａ
Ｄ
Ｌ

（
日
常
生
活
動
作
）
ま
で
回
復
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

入
所
で
は
、
ご
自
宅
で
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
全

般
的
な
支
援
を
行
な
い
、
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、 

お
住

ま
い
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
方
に

と
っ
て
必
要
な
日
常
生
活
の
支
援

を
行
な
い
ま
す
」

　

︱
︱
︱
で
は
、「
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
実
際
に

自
宅
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
が
、

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
動
作
な

ど
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
実
践
的

な
訓
練
が
あ
る
の
で
す
か
？

　
「
は
い
。
食
事
や
入
浴
な
ど
の

日
常
生
活
上
の
支
援
か
ら
、
生
活

機
能
の
向
上
を
目
的
と
し
た
身
体

訓
練
な
ど
、
幅
広
い
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
が
あ
り
ま

す
。

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
施
設
ス
タ
ッ
フ
・
以
下
同
）「
当

施
設
『
ふ
れ
あ
い

の
桜
』
は
、 
開
設

か
ら
今
年
で
11
年

目
を
迎
え
る
『
介

護
老
人
保
健
施
設
』

で
す
。

　

施
設
は
小
高
い

丘
に
あ
る
の
で
、

日
差
し
が
明
る
く
、

開
放
的
で
自
然
豊

か
な
環
境
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

　

当
施
設
で
寝
泊

ま
り
し
な
が
ら
、
１
日
の
全
て
を

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
日

常
生
活
訓
練
を
行
な
う
『
入
所
』

の
ほ
か
、
普
段
は
ご
自
宅
で
お
過

ご
し
に
な
っ
て
い
る
方
が
、日
中
、

定
期
的
に
当
施
設
に
通
わ
れ
て
、

必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
る
『
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
』
が
あ
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
介
護
老
人
保
健
施
設
と

は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
利
用
す
る

施
設
で
す
か
？

　
「
病
気
や
け
が
で
入
院
し
た
人

が
、
病
院
で
の
（
急
性
期
）
治
療

を
終
え
た
後
、
す
ぐ
に
自
宅
に
戻

　

そ
し
て
施
設
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ

訓
練
だ
け
で
は
な
く
、
演
奏
会
や

工
作
な
ど
の
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
企
画
し
、
利
用
者
さ
ま

の
心
身
の
回
復
も
は
か
っ
て
い
ま

す
」

　
︱
︱
︱
自
宅
か
ら
は
、
バ
ス
や

電
車
で
通
う
の
で
す
か
？

　
「
当
施
設
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
利
用
者
さ
ま

の
ご
自
宅
に
朝
、
専
用
車
で
お
迎

え
に
あ
が
り
ま
す
。
車
椅
子
対
応

車
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
安
心
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

施
設
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の
国
家

資
格
を
も
つ
理
学
療
法
士
な
ど
が

在
籍
し
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
リ
ハ

ビ
リ
の
ほ
か
、 

基
礎
的
な
筋
力
や

バ
ラ
ン
ス
機
能
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

集
団
体
操
な
ど
も
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
ご
家
庭
で
も
無
理
な

く
訓
練
で
き
る
『
個
別
プ
ロ
グ
ラ

ム
』
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
お
一
人
お
ひ
と
り
異
な
る

　　　　　集団体操の様子　　＝ふれあいの桜にて撮影

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

︱
︱
︱
利
用
を
決
め
る
前
に
、

家
族
や
本
人
が
施
設
を
見
学
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

　
「
も
ち
ろ
ん
、
可
能
で
す
。
当

施
設
で
は
、
感
染
対
策
を
徹
底
し

て
、
安
心
で
き
る
空
間
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ

る
方
は
、
ま
ず
は
雰
囲
気
を
実
感

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
見
学
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
見
学
時
も
、

送
迎
が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
」。　
　

 

取
材
協
力藤沢市遠藤446-1

0466-86-9311

0466-88-8566

TEL

FAX
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介護老人保健施設ふれあいの桜
　　

468

47

43

湘
南
台
駅

小
田
急
線

里
山
公
園

慶
大

市民の森

藤澤家
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や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

学
生
と
と
も
に「
チ
ー
ム
医
療
論
」

を
学
び
、
臨
床
現
場
に
お
け
る
実

践
力
を
身
に
付
け
ま
す
。そ
し
て
、

６
年
間
の
英
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
っ
て
、
現
代
の
医
療
社
会
に
即

応
で
き
る
力
を
培
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
を
体
感
！

　

今
年
度
は
、
新
校
舎
の
「
薬
学

部
棟
」
に
て
、
薬
学
を
体
感
で
き

る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催

し
ま
す
。
一
般
的
な
研
究
室
は
個

室
で
あ
る
と
こ
ろ
を
、同
大
で
は
、

１
つ
の
大
き
な
部
屋
に
複
数
の
研

究
者
の
机
や
実
験
機
器
を
配
置
す

る
こ
と
で
、
異
な
る
分
野
同
士
の

交
流
を
活
発
化
さ
せ
る
「
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
」を
採
用
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、実
際
の
研
究
室（
ラ

ボ
）
の
見
学
や
、
機
器
、
研
究
概

要
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
新
し
い
薬
学
部
棟

へ
足
を
運
び
、
臨
床
一
貫
型
の
薬

学
を
体
感
し
て
み
て
は
。

■
湘
南
医
療
大
学 

入
試
事
務
室

☎︎
０
４
５・８
２
１・０
１
１
５

　

横
浜
市
戸
塚
区
に
あ
る
「
湘
南

医
療
大
学
」
は
、
２
０
２
１
年
春

に
「
薬
学
部
医
療
薬
学
科
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
こ
の
学
部
で
は
、

「
臨
床
に
強
い
薬
剤
師
」
を
養
成

す
る
た
め
に
、【
薬
学
教
育
】【
臨

床
現
場
】【
研
究
】
の
３
つ
の
立

場
が
連
携
す
る
「
臨
床
一
貫
型
連

携
教
育
体
制
」
が
あ
り
ま
す
。

　

病
院
・
薬
局
実
務
実
習
で
は
、

大
学
教
員
と
病
院
薬
剤
師
に
よ
る

協
働
の
指
導
体
系
を
確
立
。
チ
ー

ム
医
療
で
は
、
同
大
の
看
護
学
科

に
な
る
内
容
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
の

で
、
是
非
、
友
人
や
保
護
者
と
一

緒
に
参
加
を
！
現
在
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
電
話
で
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

同
校
は
、
神
奈
川
県
下
最
大
級

の
医
療
グ
ル
ー
プ
「
ふ
れ
あ
い
グ

ル
ー
プ
」
に
所
属
し
て
い
る
特
長

を
最
大
限
に
活
か
し
、
医
療
現
場

の
声
を
反
映
し
た
授
業
や
実
習
を

展
開
。
知
識
や
技
術
と
と
も
に
、

臨
床
で
求
め
ら
れ
る
即
戦
力
を
身

に
付
け
ま
す
。
ま
た
、姉
妹
校「
湘

南
医
療
大
学
」
へ
の
編
入
学
、
研

修
に
よ
る
幅
広
い
認
定
資
格
の
取

得
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
制
度

も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
へ
の
夢
は
、
茅
ヶ
崎
看

護
専
門
学
校
で
実
現
を
！

■
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

☎︎
０
４
６
７・８
６・６
０
１
１

　
「
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
」
は
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し

ま
す
（
参
加
申
込
制
）。

　

当
日
は
、
現
役
の
看
護
学
生
が

参
加
し
、
来
校
者
の
技
術
体
験
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
学
生
生
活
の

質
問
な
ど
を
受
け
ま
す
。
進
路
を

決
め
る
上
で
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

看護師になるための第一歩  

 現役の看護学生と話せる！
　実り多きオープンキャンパス 

茅ヶ崎看護専門学校

2021年開設の薬学部  

薬学・臨床・研究の一貫教育
     臨床に強い薬剤師へ！

湘南医療大学

横浜新道

西口
東戸塚駅

ココ

オープンラボ▲◀模擬授業

JR東戸塚駅
西口から
徒歩12分

申込み・問合せ

湘南医療大学
神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48
☎045-821-0115
　　　　　　　　　（入試事務室）
https://sums.ac.jp

湘南医療大学
「薬学部 医療薬学科」

（６年課程）

6年間の授業内容や、就職先などを質問できる個別相談のほか、
在校生によるキャンパス紹介、過去問題を使った入試対策も行ないます。

美しく機能的で、コミュニケーションが図れる
キャンパスにて、皆さまをお待ちしております♪

開設！
２０21年４

月

病院
薬学部棟

OPEN Campusスケジュール
SUN MON TUE WED THU FRI SAT

開催
45

29 30 31 2 3
65 7 8 9 10
1312

19 20 21 22 23 24

14 15 16 17

1
6

開催
11

開催
18

開催
25

申込み・問合せ

茅ヶ崎看護専門学校
神奈川県茅ヶ崎市今宿390
☎0467-86-6011
　　　　　　　　　（入試相談室）
https://www.chigakan.ac.jp

茅ケ崎駅
1

新
湘
南
Ｂ
Ｐ

ココ茅ケ崎駅
北口から

路線バス

バス停「辻
東」

徒歩５分

6月18日 土 13：00～16：00
7月２日 土 13：00～16：00

参加申込みは
こちらから！

オープンキャンパス

●現役の看護学生との触れ合い
●技術体験
●学生生活のＱ&Ａ 　　
●座談会　           など

茅ヶ崎看護専門学校

保護者の方やご友人との参加大歓迎！！保護者の方やご友人との参加大歓迎！！

2022年春に着任

す
。
木
下
医
師
と
髙
屋
医
師
が
加

わ
り
、
さ
ら
に
常
勤
医
師
が
増
え

た
こ
と
で
、
24
時
間
に
わ
た
る
緊

急
治
療
体
制
が
確
立
し
ま
し
た
。

◆
呼
吸
器
外
科

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
（
茅
ヶ
崎
市
西
久
保
）
は
、
神
奈
川
県
や
東
京
都
、
静
岡
県
で
医

療
や
福
祉
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
」
の
基
幹
病
院
で
す
。
高
度

専
門
医
療
の
充
実
化
を
追
求
し
続
け
、
常
に
新
し
い
技
術
や
医
療
の
導
入
に
取
り
組
み
、

「
湘
南
エ
リ
ア
の
方
が
、
遠
く
の
病
院
に
行
く
苦
労
を
負
わ
な
く
て
も
、
地
元
で
大
学
病

院
レ
ベ
ル
の
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
地
域
に
提
供
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
性
を
も
つ
医
師
が
、
新
し
く
着
任
し
ま
し
た
。

次
々
と
湘
南
東
部
総
合
病
院
へ

　
卓
越
し
た
ス
キ
ル
を
も
つ

　
　
　
　
専
門
医
師
が
着
任

胸
腔
鏡
・
脳
血
管
・
血
液
・
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療
法
な
ど

特 集

呼吸器外科
田尻 道彦 医師

方
法
で
す
。
今
春
に
着
任
し
た
田

尻
医
師
＝
今
号「
こ
の
人
に
聞
く
」

で
紹
介
＝
は
、「
呼
吸
器
外
科
に

関
す
る
手
術
全
般
を
担
当
い
た
し

ま
す
。
特
に
胸
腔
鏡
手
術
は
、
黎

明
期
か
ら
行
な
い
、
得
意
と
し
て

お
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

2022年春に着任

脳神経外科
木下 由宇 医師

　

同
院
の
「
脳
神
経
外
科
」
で
は
、

専
用
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し

て
、
地
域
の
救
急
搬
送
を
数
多
く

受
け
入
れ
て
い
る
“
頭
部
疾
患
の

砦
”
と
も
い
え
る
診
療

科
で
す
。

　

今
回
、
新
型
の
脳
血

管
撮
影
装
置
（
ア
ン
ギ

オ
）
＝
上
写
真
＝
を
導

入
し
、
さ
ら
に
詳
細
な

内
容
を
、
よ
り
短
時
間

で
撮
影
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

脳
出
血
や
脳
梗
塞
、

頭
部
外
傷
な
ど
は
、
い

つ
起
こ
る
か
予
測
が
つ

か
な
い
重
大
疾
患
で

2022年春に着任

脳神経外科
髙屋 善徳 医師

2022年春に着任

脳神経内科
伊藤 恒 医師

　
「
呼
吸
器
外
科
」
は
、
肺
が
ん

や
転
移
性
肺
腫
瘍
な
ど
の
悪
性
疾

患
の
ほ
か
、
気
胸
と
い
っ
た
手
術

治
療
が
適
用
さ
れ
る
疾
患
を
中
心

に
扱
っ
て
い
る
診
療
科
で
す
。
同

院
で
は
、「
呼
吸
器
内
科
」
や
「
放

射
線
科
」
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

同
院
の
胸
腔
鏡
手
術
に
お
い

て
、
力
を
入
れ
て
い
く
も
の
の
一

つ
に
、「
単
孔
式
胸
腔
鏡
手
術
」（
ユ

ニ
ポ
ー
ト
）
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
手
術
は
、
治
療
に
と
も
な
う
創

（
傷
）は
１
カ
所（
３
～
４
㎝
程
度
）

の
み
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
胸
腔

鏡
手
術
よ
り
も
創
が
少
な
く
す
む

2022年春に着任

血液内科
岡本 宗雄 医師

◆
脳
神
経
内
科

　
「
脳
神
経
内
科
」
に
は
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
や
、
て
ん
か
ん
、
頭

痛
、
認
知
症
の
診
療
経
験
を
多
く

も
つ
伊
藤
医
師
が
着
任
。
同
科
で

は
、
き
め
細
か
い
診
療
を
提
供
す

る
た
め
に
、
顔
面
け
い
れ
ん
・
斜

頸
・
わ
き
汗
な
ど
に
対
す
る
「
ボ

ツ
リ
ヌ
ス
療
法
専
門
外
来
」
や
、

上
肢
・
下
肢
の
痙
け
い
し
ゅ
く
縮
（
こ
わ
ば
り
）

治
療
の「
Ｉ
Ｔ
Ｂ
療
法
専
門
外
来
」

な
ど
を
新
し
く
開
設
し
ま
し
た
。

◆
脳
神
経
外
科

◆
血
液
内
科

　
「
血
液
内
科
」
で
は
、
貧
血
な

ど
の
比
較
的
身
近
な
病
態
か
ら
、

白
血
病
や
悪
性
リ
ン
パ
腫
な
ど
の

重
大
な
疾
患
ま
で
、
幅
広
く
扱
っ

て
い
ま
す
。
血
液
疾
患
に
は
、
内

科
全
般
に
わ
た
る
多
く
の
知
識
や

経
験
が
必
要
と
さ
れ
、
着
任
し
た

岡
本
医
師
は
、「
貧
血
症
状
か
ら
、

胃
や
腸
の
出
血
が
見
つ
か
っ
た

り
、
悪
性
腫
瘍
が
原
因
と
な
っ
て

い
る
症
状
も
あ
る
の
で
、
た
だ
治

療
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
原
因
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
」

と
話
し
、
的
確
な
診
断
と
、
個
々

に
最
適
と
考
え
ら
れ
る
内
容
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

◆
整
形
外
科

　
「
整
形
外
科
」
で
は
、
骨
折
・

脱
臼
な
ど
の
外
傷
や
、
頸
椎
か
ら

腰
椎
に
い
た
る
脊
椎
疾
患
、
ス

ポ
ー
ツ
障
害
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ

チ
な
ど
を
扱
っ
て
お
り
、
手
術
で

は
、
人
工
関
節
置
換
術
や
関
節
鏡

視
下
手
術
な
ど
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。
同
院
に
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
施
設
も
充
実
し
て
お
り
、

術
後
早
期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
が
可
能

な
の
で
、
よ
り
早
い
社
会
復
帰
を

目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

着
任
し
た
川
井
医
師
は
「
外
科

全
般
を
は
じ
め
、
幅
広
い
整
形
疾

患
を
担
当
い
た
し
ま
す
」と
話
し
、

堀
内
医
師
は
「
誠
実
な
医
療
が
提

供
で
き
る
よ
う
に
、
心
掛
け
て
ま

い
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

同
院
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、

外
科
や
歯
科
口
腔
外
科
、
小
児
科

に
、
新
し
い
医
師
が
着
任
し
て
い

ま
す
。
体
の
不
調
や
心
配
事
は
、

湘
南
東
部
総
合
病
院
に
相
談
を
。

湘
南
東
部
総
合
病
院

予
約
セ
ン
タ
ー
〈
日
祝
除
く
〉

☎
０
４
６
７・８
３・９
１
９
２

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０

茅
ケ
崎
駅
な
ど
か
ら
直
通
バ
ス
有

2022年春に着任

整形外科
川井 浩平 医師

2022年春に着任

整形外科
堀内 勇稀 医師

脳血管撮影装置（アンギオ）

3



視聴には、事前にお申込みが必要です

当院のホームページの
「お申込みフォーム」に
必要事項をご入力いただき、
ご予約をお願いいたします。

不明点などは、
お気軽にお電話（左記）で
お問合せください。

お問合せ
ふれあい平塚ホスピタル
☎0463-22-4105（代表）
平塚市袖ヶ浜１ｰ12

　多くの方を悩ませている「膝痛」。運動機
能の回復・維持などのリハビリテーションで
国家資格をもつ当院の理学療法士が、膝
痛の原因と発生の仕組みについて、解説
します。さらに、自宅でもできる膝痛の解消
法をレクチャーしますので、是非ご視聴を！

知っておこう、膝痛（ひざつう）のこと
　

～自宅でできる予防と解消法～

オンライン PC ⁄ スマホ ⁄タブレットでネットからご自宅視聴を！
医学講座視

聴
無
料

６月23日（木）15：00から日 時

講 師
ふれあい平塚ホスピタル　
リハビリテーション科  木場 竜雅 理学療法士

当院のホームページ上に動画をアップ！

公開日以降に、
当院のホームページの中で
動画を自由に
ご視聴いただくことが可能です。

※インターネット環境が必要です。
　（Wi-Fiでの視聴をお勧めしております。）

お問合せ
ふれあい鎌倉ホスピタル
☎0467-23-1111（代表）
鎌倉市御成町9ｰ5

　「脳梗塞」「脳出血」「くも膜下出血」などの
脳卒中は、片まひや意識障害、言語障害、頭
痛などの症状をもちます。入院日数は１２０日前
後と長く、退院後は訪問看護を利用するケー
スが多くなっています。脳卒中の種類と症状、
治療、予防、支援の現状などをお話しします。

脳卒中を知ろう　

Web動画 お好きな時間にPC ⁄ スマホ ⁄タブレットで何度でも！
医学講座視

聴
無
料

6月17日（金）から〈予定〉公 開

講 師
ふれあい鎌倉ホスピタル　
　　　　　　　神経内科   小出 隆司  医師

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
活
習
慣
の
変
化
が
影
響

フ
レ
イ
ル
患
者
、増
加
の
懸
念

取
材
協
力

年
に
一
度
、フ
レ
イ
ル
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル  

菅
井
桂
雄 

院
長

も
っ
た
医
師
や
看
護
師
、
管
理
栄

養
士
ら
が
、
フ
レ
イ
ル
の
早
期
発

見
・
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

患
者
さ
ま
の
持
病
で
あ
る
慢
性
疾

患
の
管
理
を
行
な
い
な
が
ら
、
生

活
習
慣
の
改
善
に
つ
い
て
ア
ド
バ

イ
ス
し
、
健
康
的
な
生
活
を
継
続

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
」。

■
フ
レ
イ
ル
健
診
の
希
望
者
は
、

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
医

事
課
へ
お
電
話
を
。

☎︎
０
４
６
３・２
２・４
１
０
５

平
塚
市
袖
ヶ
浜
１
の
12

食
べ
て
い
ま
す
か
】【
６
カ
月
間

で
２
～
３
㎏
以
上
の
体
重
減
少
が

あ
り
ま
し
た
か
】
と
い
っ
た
15
の

質
問
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
生
活

習
慣
や
社
会
的
な
活
動
状
況
な

ど
、
多
面
的
に
心
身
の
衰
え
が
あ

る
か
ど
う
か
を
み
て
い
き
ま
す
」

平
塚
市
は
６
月
か
ら
開
始
予
定

　
「
今
年
度
の
平
塚
市
の
フ
レ
イ

ル
健
診
は
、
６
月
１
日
か
ら
開
始

さ
れ
る
予
定
で
、
当
院
は
実
施
医

療
機
関
の
一
つ
で
す
。

　

当
院
で
は
、
専
門
的
な
知
識
を

　
（
菅
井
院
長
）「『
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
』
は
、
高
齢
者
の
健
康

状
態
を
、
よ
り
総
合
的
に
把
握
し

て
、
介
護
の
予
防
へ
と
つ
な
げ
る

た
め
に
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
問

診
票
が
見
直
さ
れ
、い
わ
ゆ
る『
フ

レ
イ
ル
健
診
』
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
フ
レ
イ
ル
健

診
で
は
、【
１
日
３
食
き
ち
ん
と

　

平
塚
市
の
「
フ
レ
イ
ル
健
診
」
の
実
施
医
療
機

関
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
菅

井
桂
雄
院
長
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

最
近
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

フ
レ
イ
ル
患
者
が
増
加
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
外
出
控
え
が
顕
著
に

　

２
０
２
０
年
（
コ
ロ
ナ
禍
）
に
、

高
齢
者
を
対
象
に
行
な
っ
た
調
査

結
果
を
、コ
ロ
ナ
禍
前（
２
０
１
８

年
）の
結
果
と
比
較
し
て
み
る
と
、

【
バ
ス
や
電
車
を
使
っ
た
外
出
】

や
【
友
人
の
家
へ
の
訪
問
】、【
週

に
１
回
以
上
の
外
出
】
に
対
す
る

回
答
が
、
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
＝
上
表
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
大
流
行
と
い
う
未
曾
有
の
状
況

で
も
、
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
て
い

く
た
め
に
は
、
ま
ず
、
年
に
一
度
、

「
フ
レ
イ
ル
健
診
」
を
受
診
す
る

こ
と
が
肝
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

く
、
精
神
・
心
理
的
、
社
会
的
な

問
題
が
重
な
り
合
う
こ
と
で
、
高

齢
者
は
「
要
介
護
」
状
態
に
近
づ

い
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

　
「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
老
化
に

よ
っ
て
、
心
身
と
も
に
弱
っ
て
き

た
状
態
を
示
す
言
葉
で
す
。

　

身
体
的
な
問
題
だ
け
で
は
な

　

身
体
・
精
神
・
社
会
的
な
問
題
な
ど
が
重
な
る

こ
と
で
、
高
齢
者
は
「
フ
レ
イ
ル
」
に
近
づ
い
て

い
き
ま
す
。
75
歳
以
上
の
人
な
ど
は
、「
フ
レ
イ

ル
健
診
」
を
受
け
て
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「はい」の割合
コロナ禍前
（2018年）

コロナ禍
（2020年）

82.1％

72.0％

12.1％

88.8％

26.9％

15.4％

12.6％

79.5％

64.9％

15.3％

83.0％

41.3％

18.9％

17.5％

バスや電車で１人で外出
していますか

６カ月で２～３kg以上の
体重減少はありましたか

友人の家を訪ねていますか

週に１回以上は外出して
いますか

昨年と比べて外出の回数
が減っていますか

（ここ２週間）毎日の生活に
充実感がない

（ここ２週間）これまで楽しんで
やれていたことが楽しめなくなった

「新型コロナウイルス感染症影響下における通いの場等の
取組及び高齢者の心身の状況に関する実態調査」を参照

生活習慣についての調査高齢者
対 象

ふれあい平塚ホスピタル
総合診療科

菅井 桂雄 院長

平塚駅

湘南
海岸公園

交番

高浜公園前

平塚駅
南口入口

南口

ココ
134

あり
P

受
診
者
統
計
で
判
明

実
は
結
構
多
い
貧
血
治
療
の
通
院

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

血
液
疾
患
で
も
、慢
性
期
治
療
が
可
能

出
血
・
血
栓
分
野
の
専
門
医
が
常
勤

や
す
い
病
態
）
や
、血
栓
傾
向
（
血

液
が
固
ま
り
や
す
い
病
態
）
に
、

専
門
性
を
有
す
る
医
師（
専
門
医
）

は
、全
国
的
に
少
な
い
現
状
で
す
。

　

し
か
し
当
院
に
は
、
こ
の
領
域

の
臨
床
お
よ
び
研
究
に
お
い
て
、

国
際
的
業
績
が
あ
る
小
山
高
敏
医

師
が
在
籍
し
、
常
勤
の
専
門
医
と

し
て
毎
週
、「
血
液
専
門
外
来
」

で
診
察
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

慢
性
的
な
血
液
疾
患
の
治
療
に

は
、
身
近
な
当
院
へ
の
通
院
を
、

是
非
お
考
え
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

取
材
協
力
・
同
院

的
な
設
備
が
あ
る
機
関
で
実
施
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

　

一
方
で
、
外
来
治
療
や
輸
血
な

ど
の
保
存
的
治
療
、
慢
性
期
治
療

が
必
要
な
患
者
さ
ま
に
と
っ
て

は
、
当
院
の
よ
う
な
地
元
に
密
着

し
た
地
域
病
院
で
の
治
療
が
望
ま

し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
Ｑ
．
全
国
的
に
、
血
液
の
専
門

医
師
は
多
い
の
で
す
か
？

（
同
院
ス
タ
ッ
フ
）

　

Ａ
．
血
液
分
野
を
得
意
と
す
る

医
師
は
一
定
数
お
り
ま
す
が
、
出

血
傾
向
（
血
友
病
な
ど
の
出
血
し

多
発
性
骨
髄
腫
な
ど
の
悪
性
疾
患

ま
で
、
幅
広
く
あ
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
所
属
グ
ル
ー
プ
の

各
病
院
の
ほ
か
、
大
学
病
院
と
連

携
し
て
、
血
液
疾
患
の
診
療
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
テ
レ
ビ
な
ど
で
耳
に
す
る

（
骨
髄
）移
植
な
ど
も
、
含
ま
れ
る

の
で
す
か
？

（
担
当
医
・
小
山
高
敏
医
師
）

　

Ａ
．
造
血
幹
細
胞
移
植
や
、
強

力
な
化
学
療
法
を
と
も
な
う
造
血

器
腫
瘍
（
急
性
白
血
病
や
悪
性
リ

ン
パ
腫
な
ど
）
の
治
療
は
、
専
門

　

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
の

「
血
液
専
門
外
来
」の
担
当
ス
タ
ッ

フ
に
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
Ｑ
．「
血
液
疾
患
」
に
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

（
担
当
医
・
小
山
高
敏
医
師
）

　

Ａ
．
貧
血
・
止
血
異
常
な
ど
の

良
性
疾
患
か
ら
、悪
性
リ
ン
パ
腫
・

白
血
病
・
骨
髄
異
形
成
症
候
群
・

　

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
は
、
各
種
の
専
門
外
来
が
あ
り
、
特
に
内
科
系

で
は
、「
血
液
専
門
外
来
」
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
大
学
病
院
等
と

の
連
携
診
療
に
よ
っ
て
、
き
め
細
か
い
対
応
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

の
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
内
容
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に

そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
分
野
の

専
門
医
を
交
え
た
対
応
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
原
因
や
重
症
度
に
応

じ
て
、
鉄
剤
や
ビ
タ
ミ
ン
剤
、
葉

酸
の
摂
取
、
補
充
目
的
の
輸
血
な

ど
の
治
療
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

　

貧
血
症
状
を
起
こ
し
た
時
に

は
、
次
の
内
容
を
参
考
に
し
て
、

そ
の
場
面
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
。
し
か
し
、
日
頃
か
ら
体
調
不

良
を
起
こ
し
て
い
た
り
、
健
康
診

断
の
所
見
で
指
摘
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
き
ち
ん
と
医
師
に
診
て
も

ら
う
こ
と
が
、
最
も
早
い
解
決
に

な
る
で
し
ょ
う
。

齢
者
で
は
、
認
知
障
害
な
ど
の
精

神
神
経
症
状
の
ほ
か
、
狭
心
症
な

ど
の
循
環
器
症
状
、
さ
ら
に
、
食

欲
不
振
な
ど
の
消
化
器
症
状
が
起

こ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。
高
齢
者
は
、
鉄
・
ビ

タ
ミ
ン
な
ど
の
栄
養
面
の
不
足

や
、
が
ん
ま
た
は
が
ん
治
療
の
影

響
に
よ
っ
て
、
自
分
で
は
気
付
か

な
い
う
ち
に
、
体
内
で
出
血
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

専
門
医
の
重
要
性

　

貧
血
症
状
に
は
、
原
因
を
し
っ

か
り
と
解
明
す
る
た
め
に
、
医
師

や
息
切
れ
、
め
ま
い
、
ふ
ら
つ
き
、

頭
痛
、
胸
の
痛
み
な
ど
が
あ
り
ま

す
。高

齢
者
で
は
精
神
症
状
も

　

こ
れ
ら
の
症
状
に
加
え
て
、
高

　
「
貧
血
」
は
、
血
液
の
成
分
で

あ
る
赤
血
球
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の

濃
度
が
低
く
な
り
、
全
身
の
細
胞

に
酸
素
を
十
分
に
運
べ
な
い
こ
と

が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

　

自
覚
症
状
に
は
、
立
ち
く
ら
み

　

血
液
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
が
下
が
り
、“
酸
欠
状
態
”
が
起
き
て
し
ま
う
の

が
「
貧
血
」
で
す
。
血
液
を
専
門
的
に
診
る
診
療
科
「
血
液
内
科
」
で
は
、
こ
の

症
状
を
う
っ
た
え
る
受
診
者
が
多
く
、
身
近
な
病
気
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

血液内科における主訴の統計

363症例

199症例

140症例

52症例

48症例

鉄欠乏性
貧血
45.3％

6.5％

6.0％

巨赤芽球性
貧血

再生不良性
貧血

特発性血小板
減少性紫斑病

その他

　    貧血の受診が
半分以上を占めている

血液疾患の統計調査
（昭和大学病院「血液内科」2013年度）

ふれあい鎌倉ホスピタル
血液専門外来担当
小山 高敏 医師

〈
貧
血
時
の
対
応
〉

①
不
調
時
は
、座
る
・
横
に
な
る

②
自
身
の
状
態
と
、
症
状
の
パ

　
タ
ー
ン
を
把
握
す
る

③
栄
養
豊
富
で
バ
ラ
ン
ス
の
良

　
い
食
事
を
す
る

④
休
息
時
間
を
確
保
す
る

西口

江ノ島電鉄
江ノ電

鎌倉駅

市役所前

JR

御成通り

ココお問合せ

☎0467（23）1111
　　　   鎌倉市御成町9-5

ふれあい鎌倉ホスピタル
専門
外来

■ 血液 ・・・ 月曜日ＰＭ
■ フットケア ・・・ 水曜日ＰＭ
■ 漢方 ・・・ 土曜日ＰＭ
　　　　　　　　　　　　　　　　

など

2022年５月
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